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（
指
導
及
び
助
言
）

第
百
十
八
条
の
五

機
構
は
、
農
水
産
業
協
同
組
合
に
対
し
、
経
営
の
健
全
性
の
確
保
に
支
障
が
生
じ
て
い
る
農
水
産

業
協
同
組
合
と
し
て
主
務
省
令
で
定
め
る
も
の
の
自
己
資
本
の
充
実
そ
の
他
の
経
営
の
健
全
性
を
確
保
す
る
た
め
の

措
置
の
実
施
に
関
し
必
要
な
指
導
及
び
助
言
を
行
う
も
の
と
す
る
。

（
国
際
協
力
）

第
百
十
八
条
の
六

機
構
は
、
そ
の
業
務
を
国
際
的
協
調
の
下
で
行
う
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
外
国
政
府
、
外
国
の
地

方
公
共
団
体
、
外
国
の
中
央
銀
行
、
国
際
機
関
そ
の
他
こ
れ
ら
に
準
ず
る
も
の
と
の
情
報
の
交
換
そ
の
他
必
要
な
業

務
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
百
十
九
条
第
一
項
た
だ
し
書
中
「
第
百
六
条
」
の
下
に
「
、
第
百
七
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
五
十
二
条

第
五
項
」
を
、「
第
百
十
条
第
一
項
を
除
く
。）」
の
下
に
「
、
第
七
章
の
二
（
第
百
十
条
の
十
四
第
五
項
に
お
い
て
準
用

す
る
第
百
一
条
第
二
項
、
第
百
十
条
の
十
六
及
び
第
百
十
条
の
十
七
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
五
十
二
条
第
五
項

を
除
く
。）」
を
加
え
、「
並
び
に
第
百
十
八
条
」
を
「
、
第
百
十
八
条
、
第
百
十
八
条
の
三
第
一
項
及
び
第
四
項
並
び
に

第
百
十
八
条
の
四
」
に
改
め
る
。

第
百
二
十
三
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

第
百
二
十
三
条
の
二

特
別
監
視
代
行
者
が
そ
の
職
務
に
関
し
賄
賂
を
収
受
し
、
又
は
こ
れ
を
要
求
し
、
若
し
く
は
約

束
し
た
と
き
は
、
三
年
以
下
の
懲
役
又
は
百
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

２

特
別
監
視
代
行
者
が
法
人
で
あ
る
と
き
は
、
特
別
監
視
代
行
者
の
職
務
に
従
事
す
る
そ
の
役
員
又
は
職
員
が
そ
の

職
務
に
関
し
賄
賂
を
収
受
し
、
又
は
こ
れ
を
要
求
し
、
若
し
く
は
約
束
し
た
と
き
は
、
三
年
以
下
の
懲
役
又
は
百
万

円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。
特
別
監
視
代
行
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
役
員
又
は
職
員
が
特
別
監
視

代
行
者
の
職
務
に
関
し
特
別
監
視
代
行
者
に
賄
賂
を
収
受
さ
せ
、
又
は
そ
の
供
与
を
要
求
し
、
若
し
く
は
約
束
し
た

と
き
も
、
同
様
と
す
る
。

３

犯
人
又
は
法
人
た
る
特
別
監
視
代
行
者
の
収
受
し
た
賄
賂
は
、
没
収
す
る
。
そ
の
全
部
又
は
一
部
を
没
収
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
と
き
は
、
そ
の
価
額
を
追
徴
す
る
。

第
百
二
十
四
条
中
「
前
条
第
一
項
」
を
「
第
百
二
十
三
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
又
は
前
条
第
一
項
」
に
改
め
、

同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

第
百
二
十
四
条
の
二

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
違
反
行
為
を
し
た
者
は
、
一
年
以
下
の

懲
役
若
し
く
は
三
百
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
し
、
又
は
こ
れ
を
併
科
す
る
。

一

第
百
十
条
の
三
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
に
違
反
し
た
と
き
。

二

第
百
十
条
の
十
の
規
定
に
よ
る
命
令
に
違
反
し
た
と
き
。

第
百
二
十
五
条
中
「
者
」
を
「
と
き
は
、
そ
の
違
反
行
為
を
し
た
者
」
に
改
め
る
。

第
百
二
十
六
条
中
「
第
九
十
条
」
の
下
に「（
第
百
十
条
の
十
一
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）」
を
加
え
る
。

第
百
二
十
八
条
中
「
該
当
す
る
」
の
下
に
「
場
合
に
は
、
そ
の
違
反
行
為
を
し
た
」
を
加
え
、
同
条
第
一
号
中
「
又

は
第
百
二
条
第
二
項
」
を
「
、
第
百
二
条
第
二
項
又
は
第
百
十
条
の
十
五
第
二
項
」
に
、「
者
」
を
「
と
き
。」に
改
め
、

同
条
第
二
号
中
「
第
八
十
八
条
」
の
下
に
「
又
は
第
百
十
条
の
三
第
五
項
」
を
加
え
、「
者
」
を
「
と
き
。」に
改
め
る
。

第
百
二
十
九
条
第
一
項
第
二
号
中
「
、
第
百
三
条
第
二
項
又
は
第
百
六
条
第
一
項
」
を「（
第
百
十
条
の
十
四
第
五
項

に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
百
三
条
第
二
項
、
第
百
六
条
第
一
項
、
第
百
十
条
の
十
六
第
二
項
又
は
第
百

十
二
条
の
二
第
四
項
」
に
改
め
る
。

第
百
三
十
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
百
三
十
条

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
違
反
行
為
を
し
た
者
は
、
三
十
万
円
以
下
の
罰

金
に
処
す
る
。

一

第
三
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
若
し
く
は
資
料
の
提
出
を
せ
ず
、
又
は
虚
偽
の
報
告
若
し
く
は
資
料

の
提
出
を
し
た
と
き
。

二

第
五
十
七
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
資
料
を
提
出
せ
ず
、
又
は
虚
偽
の
資
料
を
提
出
し
た
と
き
。

第
百
三
十
一
条
第
一
項
第
一
号
中
「
第
百
二
十
五
条
」
を
「
第
百
二
十
四
条
の
二
又
は
第
百
二
十
五
条
」に
改
め
る
。

第
百
三
十
一
条
の
二
第
一
項
中
「
第
百
二
十
三
条
」
の
下
に
「
又
は
第
百
二
十
三
条
の
二
」
を
加
え
、「
同
条
」を「
こ

れ
ら
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
第
百
二
十
四
条
」
の
下
に「（
第
百
二
十
三
条
第
一
項
又
は
第
二
項
に
係
る
部
分
に

限
る
。）」
を
加
え
る
。

障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消
の
推
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

令
和
三
年
六
月
四
日

内
閣
総
理
大
臣

菅

義
偉

法
律
第
五
十
六
号

障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消
の
推
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
六
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消
の
推
進
に
関
し
て
必
要
な
施
策
の
効
率
的
か
つ
効

果
的
な
実
施
が
促
進
さ
れ
る
よ
う
、
適
切
な
役
割
分
担
を
行
う
と
と
も
に
、
相
互
に
連
携
を
図
り
な
が
ら
協
力
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
六
条
第
二
項
中
第
四
号
を
第
五
号
と
し
、
第
三
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

四

国
及
び
地
方
公
共
団
体
に
よ
る
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
を
解
消
す
る
た
め
の
支
援
措
置
の
実
施
に
関
す
る
基

本
的
な
事
項

第
八
条
第
二
項
中
「
す
る
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
」
を
「
し
な
け
れ
ば
」
に
改
め
る
。

第
十
四
条
中
「
で
き
る
よ
う
」
の
下
に
「
人
材
の
育
成
及
び
確
保
の
た
め
の
措
置
そ
の
他
の
」
を
加
え
る
。

第
十
六
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

地
方
公
共
団
体
は
、
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
を
解
消
す
る
た
め
の
取
組
に
資
す
る
よ
う
、
地
域
に
お
け
る
障
害

を
理
由
と
す
る
差
別
及
び
そ
の
解
消
の
た
め
の
取
組
に
関
す
る
情
報
の
収
集
、
整
理
及
び
提
供
を
行
う
よ
う
努
め
る

も
の
と
す
る
。

附

則

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
三
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

内
閣
総
理
大
臣

菅

義
偉

第
百
三
十
二
条
第
一
項
第
二
号
中
「
第
六
十
条
の
三
第
二
項
」
の
下
に
「
又
は
第
百
十
八
条
の
四
」
を
加
え
、
同
項

第
五
号
中
「
第
百
一
条
の
二
第
二
項
」
の
下
に「（
第
百
十
条
の
十
四
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）」
を

加
え
る
。附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
法
律
は
、公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
株
式
会
社
東
日
本
大
震
災
事
業
者
再
生
支
援
機
構
法
の
一
部
改
正
）

２

株
式
会
社
東
日
本
大
震
災
事
業
者
再
生
支
援
機
構
法
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
百
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

第
五
十
五
条
中「「
業
務
」」を「「
業
務
を
」」に
、「
」
と
、
同
法
第
四
十
四
条
」
を
「
を
」
と
、
同
法
第
四
十
四
条
」

に
改
め
る
。

内
閣
総
理
大
臣

菅

義
偉

財
務
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

加
藤

勝
信

農
林
水
産
大
臣

野
上
浩
太
郎
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